


■ビジョンの目的と位置づけ 

現在、日本では、総人口の減少及び少子化・高齢化が進行しており、特に地方圏においては、大

幅な人口減少と急速な少子化・高齢化が見込まれています。 

また、今後は全ての自治体が国から平等な支援を受けることや、フルセットの生活機能を整備す

ることは困難になると想定されます。 

定住自立圏構想は、一つひとつの自治体が枠を越えて連携し、圏域全体で経済発展や定住環境を

整備し、人口流出を防ぐとともに、圏域への新たな人の流れを創出することを目的に、構成市町が

有している豊かな地域資源を最大限に活用して連携・協力して、一体的に定住促進と地域活性化を

図ることで、住民が幸せを実感し、住みたい・住み続けたいと思える魅力ある圏域を形成するため

の取組みです。 

定住自立圏共生ビジョンは、定住自立圏構想推進要綱（平成20年総行応第39号）及び定住自立圏

形成協定（平成26年1月27日 大田原市（中心市）と1市6町（連携市町：那須塩原市・那須町・那珂

川町・棚倉町・矢祭町・塙町・大子町）で締結）に基づき、圏域が目指す将来像及びその実現のた

めに必要な具体的取組等を明らかにするものです。 

さらに、このビジョンは、協定に基づく具体的な取組の推進にあたり、総務省をはじめ、国の各

府省の支援の根拠となる計画です。 
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Ⅰ．八溝山周辺地域定住自立圏の経緯 

(1) 八溝山周辺地域定住自立圏の圏域形成の経緯 

八溝山周辺地域定住自立圏は、平成 23 年 10 月に総務省から講師を招聘した研修会を開催

し、活動をスタートしました。 

大田原市に隣接する自治体に参加を呼び掛けたところ、栃木県内のみならず福島県、茨城県

の三県にまたがりそびえる八溝山を取り囲んだ 6町（那須町、那珂川町、棚倉町、矢祭町、塙

町、大子町）の参加をいただきました。 

その後、担当部課長等による研究会を立ち上げ、先進事例の視察等を含め計 9回の研究会・

分科会を開催しました。 

平成 24年 6 月には那須塩原市の合流を経て、関係市町は 2市 6町となり、平成 25年 1 月に

関係 8市町長会議を開催、同年 3月 4日に大田原市議会本会議において、大田原市長が中心市

宣言を行いました。 

中心市宣言後は、八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会を設立するとともに分野別の 8つの

部会を設置し、定住自立圏形成協定の対象項目及び取組内容について協議を重ね、平成 25 年

12 月に構成する全ての市町の議会で協定締結議案の議決をいただき、平成 26 年 1 月 27 日に

開催した合同調印式において、大田原市と 1市 6町との間で八溝山周辺地域定住自立圏の形成

に関する協定を締結しました。 

これにより、全国で初めてとなる３県にまたがる定住自立圏域が形成されることになりまし

た。 

 

(2) 共生ビジョン策定の経緯 

定住自立圏共生ビジョンは、定住自立圏構想推進要綱（平成20年総行応第39号）及び定住

自立圏形成協定（平成26年1月27日）に基づき、圏域が目指す将来像及び、その実現のために

必要な具体的取組を明らかにするものです。 

①平成25年 3月 4日 大田原市が中心市宣言（中心市が定住自立圏の形成に向けて中心的な

役割を担う意思表明） 

②平成26年 1月27日 大田原市と那須塩原市・那須町・那珂川町・棚倉町・矢祭町・塙町・大

子町の間で、それぞれ1対1で協定を締結し、全国で初となる３県にまた

がる定住自立圏域が形成された。 

③平成26年 6月18日 第1回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催 

④平成26年 8月 7日 第2回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催 

⑤平成26年10月 2日 第3回八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン懇談会を開催 

⑥平成26年10月30日 八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会を開催し、八溝山周辺地域定住

自立圏共生ビジョンを策定 

 

※共生ビジョン懇談会：構成市町の民間や地域の関係者等で組織され、共生ビジョンの策定又は変更に

関すること、及び八溝山周辺地域定住自立圏の推進に関することについて協議

を行う。
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Ⅱ．八溝山周辺地域定住自立圏の基本的事項 

 

(1) 定住自立圏の名称 

八溝山周辺地域定住自立圏 

 

(2) 定住自立圏の構成市町  

 

(3) 定住自立圏共生ビジョンの期間 

  このビジョンで示す将来像の実現に向けた具体的な取組の計画期間は、平成 31（2019）年度か

ら平成 35（2023）年度までの 5年間とし、毎年度所要の変更を行います。 

圏域を形成する市町の名称 栃木県 大田原市、那須塩原市、那須町、那珂川町 

福島県 棚倉町、矢祭町、塙町 

茨城県 大子町 
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Ⅲ．圏域の現況と将来像 

(1) 八溝山周辺地域定住自立圏の現状 

八溝山周辺地域定住自立圏の圏域は、栃木県の北東部、福島県の南部、茨城県の北西部に位

置し、3県にまたがって八溝山を取り囲む清冽な水と豊富な緑に恵まれた地域です。 

この圏域は、那珂川、箒川、久慈川などの大河川が流域を潤す農業に適した地域であり、都

市機能の集積度が高いエリアや、国際的観光地としても名高いエリアが存在しています。 

また、圏域全体にわたり歴史的にも貴重な文化遺産が数多く存在し、八溝山や阿武隈山系の

山々が織りなす四季折々の景観に富んだ豊かな自然と関東地方の北部地域と東北地方の最南

端地域の多彩な文化が融合した地域でもあります。 

圏域内の総人口は 281,941 人（平成 27 年国勢調査）で、15 年前のピーク時 296,563 人（平

成 12 年国勢調査）と比較して 14,622 人減少しています。 

一方で、高齢化率は 27.5％（平成 27年）となり、15 年前の 19.4％（平成 12 年）と比較し

て 8.1 ポイントも上昇するなど、圏域全体において人口減少や高齢化が進んでいる状況にあ

り、近隣市町による従来の枠組にとらわれない新たな連携・協力により、人口減少対策をはじ

めとした圏域全体の行政機能の維持・向上を図る取組が必要となっています。 
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大 田 原 市 

 市  章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

75,457 人 

 28,753 世帯 

面  積 354.12 K ㎡ 

市の花 キク 

市の木 イチョウ 

市の鳥 ― 

 

■大田原市の概要 

 大田原市は、栃木県の北東部にあり、市の中西部は日本でも有数の鮎の漁獲量を誇る清流「那

珂川」と箒川に囲まれた、那須五峰から広がる那須野が原の扇状地にあたり、東部は八溝山系の

美しい山並が広がります。 

 日本三古碑の１つである国宝の「那須国造碑」などの多くの史跡が存在し、古代から住民が生

活してきた長い歴史をもち、江戸時代から受け継がれた城下町を礎として、現在は政治、経済、

文化などさまざまな分野において、栃木県北部の中心都市の役割を果たしています。 

■大田原市の魅力 

 源平合戦で有名な「那須与一」や俳聖「松尾芭蕉」ゆかりの地であり、由緒ある歴史的建造物

「雲岩寺」「那須神社」「大雄寺」のほか、水戸光圀公が調査を行った国宝「那須国造碑」や「侍

塚古墳」などの古代日本の史跡を有しています。 

また、広大な扇状地を活かして農業・畜産業が盛んに行われ、コシヒカリなどの優良な産地で

あるほか、うど・ネギ・梨・ニラ・和牛など多数のブランドが高い評価を受けています。 

イベントも盛んで、大田原４大祭りである「与一まつり」「大田原屋台まつり」「芭蕉の里くろ

ばね紫陽花まつり」「天狗王国まつり」は毎年多くの来場者で賑わい、日本陸上競技連盟公認大会

である「大田原マラソン」では、毎年全国から多くのランナーにご参加いただいています。 

 

(2)  構成市町の概要 

与一まつり 那須神社楼門 大田原屋台祭り 
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那 須 塩 原 市 

 市 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

117,146 人 

 45,608 世帯 

面積 592.74 K ㎡ 

市の花 ヤシオツツジ 

市の木 マツ 

市の鳥 ー 

 

■那須塩原市の概要 

 那須塩原市は、首都圏から 150 キロメートルの栃木県の北部に位置しており、広大な那須野が

原の北西一帯を占めています。西部に高原山、北部に大佐飛山や那須連山の最高峰三本槍岳など、

市の面積の半分を占める山岳部があり、塩原温泉郷や板室温泉、三斗小屋温泉を有し、四季折々

の多彩な表情を持っています。南東部は、那珂川や箒川などにより形成された、緩やかな傾斜の

複合扇状地であり、扇央部には本州有数の酪農地帯、扇端部には田園地帯が広がっています。南

西から北東にかけて JR 東北新幹線、JR 宇都宮線、東北縦貫自動車道及び国道４号の幹線道が縦

貫しており、那須塩原、黒磯、西那須野の各駅周辺を中心に市街地が広がっています。 

■那須塩原市の魅力 

 明治・大正時代に多くの文人が訪れ、1,200 年以上の歴史がある塩原温泉郷や「下野の薬湯」

と言われ、深い山間にたたずみ自然あふれる素朴な湯治の里として親しまれている板室温泉を始

め、「日本遺産」に認定された那須野が原開拓に関する明治貴族の歴史的遺産などを有します。 

 また、「生乳生産本州一のまち」としての地位を築いている酪農を始め、ほうれんそう・大根な

どの高原野菜や食味ランキングで「特Ａ」の評価を受けている銘柄もある水稲、夏から秋にかけ

て収穫される夏秋どりいちごなど、特色ある作物が生産されています。 

 那須野巻狩りまつりや那須塩原ハーフマラソンをはじめ、年間を通して開催される数々のイベ

ントには、毎年多くの方にご来場いただいています。 
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那 須 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

24,919 人 

 8,564 世帯 

面積 372.34 ㎢ 

市の花 リンドウ 

市の木 ゴヨウマツ 

市の鳥 カッコウ 

 

■那須町の概要 

 栃木県の北部に位置し、東京都まで約 170 ㎞、県都宇都宮市まで約 60 ㎞の距離にあります。

北西部には、今なお噴煙を吐き続ける那須連峰の主峰、標高 1,915ｍの茶臼岳がそびえ、その南

斜面には、那須温泉郷、レジャー施設や別荘が点在する高原地域が広がるとともに、中央部の平

坦地には、ＪＲ黒田原駅周辺を中心とする市街地と首都圏農業の一翼を担う広大な農業地帯が形

成されています。 

■那須町の魅力 

 那須町には御用邸があり、御用邸用地の一部を一般開放された日光国立公園「那須平成の森」

に始まり、効能・泉質がそれぞれ異なる 8つの温泉地、レジャー施設や別荘地など「ロイヤルリ

ゾート那須」として広く知られています。八幡のミネザクラやツツジ、蓑沢のヒガンバナなど四

季折々の花々に彩られた美しい風景、国指定名勝の松尾芭蕉ゆかりの「遊行柳」や九尾の狐伝説

にまつわる「殺生石」のほか、数多くの名勝と文化財が残る歴史と趣のある町です。 

その「殺生石」で、毎年 5月下旬に開催される「御神火祭」は、無病息災と豊作を祈る行事で

す。九尾太鼓の演奏や狐面と白装束をまとった人々がとり行う松明行列は、見る者を魅了します。 

 また、自然豊かな環境のため、生乳やチーズなどの乳製品、那須和牛、コシヒカリなど特産品

が豊富にあります。美味しい那須の食材を使用したランチプレート（那須の内弁当、愛称：なす

べん）は町内の指定された店舗で食べることができます。  
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那 珂 川 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

16,964 人 

 5,831 世帯 

面積 192.78 ㎢ 

町の花 かたくり 

町の木 まつ 

町の鳥 うぐいす 

 

■那珂川町の概要 

 那珂川町は、栃木県の東北東に位置し、町の約 6割を山林が占め、町の中央を流れ、町名の由

来にもなっている「那珂川」は、那須岳山麓を源としており、天然鮎の遡上が多い川として有名

です。清らかな川の流れと、それを取り囲む自然豊かな里山が織りなす昔ながらの農村風景が広

がる町です。 

■那珂川町の魅力 

 古墳や史跡、伝統的な祭りのほか、馬頭温泉郷や馬頭広重美術館など、歴史・文化資源が豊富

です。那珂川流域には、河川に沿って数多くの文化遺産が存在します。特に那珂川と箒川が合流

する地域には、古墳時代には栃木県で最も古い時期に築造された駒形大塚古墳をはじめとして、

前方後方墳が狭い範囲に次々と築造されています。 

また、町の北部に位置する小砂地区は平成 25 年 10 月 4 日、「日本で最も美しい村」連合への

加盟を認められました。これは小砂地区の「里山に伝わる伝統の技 小砂焼きと菊炭」と「小砂里

山の芸術の森」の 2つの地域資源などが評価されたものです。同連合に加盟するのは栃木県内の

自治体・地域では初めて、関東地方でも 4番目となります。 

地域資源を活用した「温泉とらふぐ」や「八溝ししまる」、「里山ほんもろこ」など新たな特産

品も好評です。 
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棚 倉 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

14,295 人 

 4,753 世帯 

面積 159.93 ㎢ 

町の花 つつじ 

町の木 松 

町の鳥 ― 

 

■棚倉町の概要 

 棚倉町は、福島県中通りの南部に位置する城下町です。栃木県、茨城県に接する本町は、気候

も関東地方に似ており、一年を通して積雪の少ない、住みやすいまちです。 

面積の７割を森林が占める本町は、茨城県を経て、太平洋に注ぐ｢久慈川｣の源流域で、八溝山

をはじめ、豊かな自然が残ります。環境省の重要里地里山５００選にも名を連ね、春は、桜、新

緑が町を彩ります。農業も盛んで、米、イチゴ、ブルーベリーなど、季節ごとに美味しい農産物

が採れます。 

■棚倉町の魅力 

 本町には、棚倉城跡、赤館城跡など、歴史ある寺社仏閣が残っております。 

特に、神社については、格式の高い神社である一ノ宮が町内に二社あり、馬場都々古別神社、

八槻都々古別神社は、文化財としても注目されています。馬場都々古別神社は、本殿が国の重要

文化財に指定されており、東北地方では珍しい、桃山期の建築を今に伝えます。八槻都々古別神

社には、鎌倉時代から伝わる｢御田植｣が残り、国重要無形民俗文化財に指定されています。 

このほかにも、寺社仏閣、城下町らしい街並み、茶の文化に欠かせない｢お菓子｣屋が残る街並

みは、散策してみる価値があります。 
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矢 祭 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

5,950 人 

 1,921 世帯 

面積 118.27k ㎡ 

市の花 つつじ 

市の木 赤松 

市の鳥 山鳩 

 

■矢祭町の概要 

 矢祭町は、東北地方の最南端に位置し、東は阿武隈山系、西は八溝山系に囲まれ、久慈川沿岸

に開けた町です。 

 「奥久慈県立自然公園矢祭山」は、久慈川に架かるあゆのつり橋、夢想滝があり、４月には桜、

そして桜が終わる頃になると５万本にも及ぶ自生山つつじが花開き、山を美しく彩ります。矢祭

山の地名は、平安中期の永承６年（１０５１年）、源義家が奥州十二年戦争の凱旋の途中、この地

の美景を称賛し、背負っていた弓矢を岩窟に納めて戦勝報告の祭りを開き、武運長久を祈ったこ

とに由来します。 

■矢祭町の魅力 

豊かな自然風土に恵まれた環境が残され、毎年６月の第１日曜日に東北地方のトップを切っ

て鮎漁が解禁される「久慈川」や「東北の耶馬溪」と称されている「奥久慈県立自然公園矢祭

山」や散策路内に見事な四十八滝が連続する「滝川渓谷」、福島県天然記念物「戸津辺の桜」な

ど四季折々の景観が訪れる人を魅了しています。 
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塙 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

9,157 人 

 3,043 世帯 

面積 211.4 ㎢ 

町の花 ツツジ、ダリア 

町の木 スギ 

町の鳥 キジ 

 

■塙町の概要 

塙町は、福島県の南東部、阿武隈山系と八溝山系に囲まれた田園と山林のまちです。 

久慈川が町の中央を南北に流れ、その支流である渡瀬川、川上川の渓流とともに、町の豊かな自

然の象徴となっています。江戸時代は、天領として代官所が置かれ、明治以降はヒノキなど良質

な木材の産地として、また米を主体にこんにゃくの生産や畜産などを営む農業地域として知られ

ました。近年では、町の花としてダリア栽培が盛んで、内外への知名度も高まっています。道の

駅では、新鮮な地元農産物やそれらを原料にした加工品などが販売され、工業団地内には木材生

産企業や製造企業を擁し、農林業を基幹産業としつつ商工業も集積する町となっています。 

■塙町の魅力 

町の面積の８割が山林という、自然豊かな町です。春には風呂山公園のツツジや久慈川河川敷

の桜並木、夏には 80 年以上受け継がれている流灯花火大会や、秋にかけて町内のあちこちで美

しく咲き誇るダリアなどを目当てに、内外から多くの方が訪れています。古くから湯治場として

親しまれている湯岐温泉と、温泉宿泊施設湯遊ランドはなわ、平成１５年に整備された道の駅は

なわにも、多くの観光客が訪れます。山に囲まれ、清らかな水が流れ、美しい花々が咲く、山・

水・花のまちです。 
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大 子 町 

 町 章 人口・世帯数 

(平成 27 年国勢調査) 

18,053 人 

 

6,733 世帯 

面積 325.76k ㎡ 

町の花 茶 

町の木 ぶな 

町の鳥 オシドリ 

 

■大子町の概要 

 大子町は茨城県の北西部に位置し、北は八溝山系を境に福島県，西は栃木県に隣接しています。 

主要な交通網は、鉄道が町の中央を JR 水郡線が縦断し、道路は国道 118 号が縦断、国道 461

号が横断し、町の骨格となる道路を形成しています。町土の約 80%が八溝・阿武隈山系からなる

山地で、県内最高峰となる八溝山の標高は 1,022ｍ、平野部では中心市街地である町役場の地点

で標高 103ｍとなり、盆地の地形となっています。 

■大子町の魅力 

 大子町は、山あいかつ寒暖の差が大きい気候・風土から生み出される奥久慈しゃも、常陸大

黒、こんにゃくいも、奥久慈茶、奥久慈りんご、大子産米等優れた農林畜産物、加工品を有し

ています。 

また、日本三名瀑・国名勝の「袋田の滝」をはじめ、裏見の滝として有名な月待の滝、県内

唯一のやなや鮎釣りなどが盛んな久慈川、県内最高峰の八溝山、登山に人気の男体山、キャン

プ雑誌で東日本一位になったオートキャンプ場、袋田をはじめとした３つの温泉郷など大子町

特有の自然が生み出す茨城県内有数の観光地でもあります。 
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(3) 圏域人口の推移と見通し 

   圏域の人口（合計）は、2000 年（平成 12 年）まで増加していましたが、それ以降は、人口

減少に転じ、2015 年（平成 27 年）の国勢調査では、281,941 人（平成 12年人口の 95.1％）と

なっています。 

 国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計（平成 30 年 3月推計）によると、2025 年

には、258,036 人（平成 12 年人口の 87.0％）、2040 年には、214,351 人（平成 12 年人口の

72.3％）に減少するとみられています。 

 

○人口の推移と将来推計 

 

（単位：％） 

自 治 体 名 
2000 年 

（H12 年） 

2010 年 

（H22 年） 

2015 年 

（H27 年） 

2025 年 

（H37 年） 

2040 年 

（H52 年） 

大 田 原 市 78,993 77,729 75,457 69,418 58,254 

那 須 塩 原 市 110,828 117,812 117,146 112,582 99,281 

那 須 町 27,027 26,765 24,919 22,037 17,008 

那 珂 川 町 20,999 18,446 16,964 14,052 10,096 

棚 倉 町 16,376 15,062 14,295 12,618 9,979 

矢 祭 町 7,062 6,348 5,950 5,121 4,027 

塙 町 11,296 9,884 9,157 7,932 6,237 

大 子 町 23,982 20,073 18,053 14,276 9,469 

合 計 296,563 292,119 281,941 258,036 214,351 

出典：国勢調査結果（総務省統計局） 

注記：2025 年（平成 37 年度）以降は、国立社会保障・人口問題研究所の推計値（H30.3 推計） 

   但し、棚倉町、矢祭町、塙町の推計値は、それぞれの町の人口ビジョン記載の数値    
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○高齢化率の推移と将来推計 

 
（単位：％） 

自 治 体 名 
2000 年 

（H12 年） 

2010 年 

（H22 年） 

2015 年 

（H27 年） 

2025 年 

（H37 年） 

2040 年 

（H52 年） 

大 田 原 市 17.97 21.08 24.94 31.98 37.50 

那 須 塩 原 市 14.66 19.50 23.85 30.56 37.54 

那 須 町 21.95 28.29 34.57 44.77 52.56 

那 珂 川 町 25.27 29.19 34.01 43.77 51.94 

棚 倉 町 21.32 24.82 28.25 36.31 42.73 

矢 祭 町 28.26 33.16 35.13 43.39 44.45 

塙 町 25.81 31.23 33.91 40.27 44.09 

大 子 町 30.86 36.60 40.36 50.69 56.49 

圏 域 全 体 19.39 23.48 27.55 34.82 40.80 

出典：国勢調査結果（総務省統計局）から集計 

注記：2025 年（平成 37 年度）以降は、国立社会保障・人口問題研究所の推計値（H30.3 推計） 

   但し、棚倉町、矢祭町、塙町の推計値は、それぞれの町の人口ビジョン記載の数値    

 

(4) 圏域の将来像 “持続的、魅力的で幸福感あふれる圏域づくりをめざして” 

地方分権の推進による権限強化の一方において、基礎自治体としての責任範囲が拡

大し、住民ニーズや行政が直面する課題はますます高度化していくことが予想されま

す。 

この圏域を構成する市町が「選択と集中」、「集約とネットワーク」の視点に立った

新しい広域連携のあり方に着目し、機能的な連携を図ることによって、個性的で創意

豊かな地域づくりを目指し、交流から定住に結びつく人口の確保を図りながら持続的、

魅力的で幸福感あふれる圏域づくりを進めていくことが求められています。 

0

10

20

30

40

50

2000年 2010年 2015年 2025年 2040年

19.39
23.48 27.55

34.82

40.8

圏域全体

- 16 -



                                   八溝山周辺地域定住自立圏共生ビジョン 

 

そのために構成市町は、互いの独自性を尊重しつつ機能の統合を図り、圏域を一体

的に捉えた効率的な経営を目指すことを第一義とし、圏域内住民のニーズの高度化・

多様化にも応えられる行政サービスを実現するため、各種の行政課題について、基礎

的かつ共通の取組を優先的に行い、より高度な圏域づくりに取り組むこととします。 

この圏域の結束による可能性を最大限に引き出すため、構成市町が相互に役割を分

担し、新しい地方圏を創出してまいります。 

 

○定住自立圏の取組の結果実現されるべき中長期的な将来の人口目標 

【 圏域人口 】                        （単位：人） 

2000 年 

（H12 年） 

2010 年 

（H22 年） 

2015 年 

（H27 年） 

2025 年 

（H37 年） 

目標 

2040 年 

（H52 年） 

目標 

296,563 292,119 281,941 271,744 250,835 

 

【 圏域高齢化率 】                      （単位：％） 

2000 年 

（H12 年） 

2010 年 

（H22 年） 

2015 年 

（H27 年） 

2025 年 

（H37 年） 

目標 

2040 年 

（H52 年） 

目標 

19.39 23.48 27.55 32.90 35.70 

 

 

(5) 中心市と連携市町との役割分担 

   中心市である大田原市は、圏域内住民が安全に安心して暮らし続けることができる

よう都市機能を充実させ、圏域内の魅力の向上及び活性化を図るため、持続可能な圏

域形成に努めるほか、中心市としての責任を全うするため、各種政策提案と事業化に

積極的に取り組みます。 

   連携市町の１市６町においては、中心市と連携を図りながら、持続的、魅力的で幸

福感あふれる圏域づくりに向け、生活機能の強化、結びつきやネットワークの強化、

圏域マネジメントの強化に努めます。 

   なお、連携事業における費用負担の考え方については、負担金方式により実施する

場合に限り、基本的な費用負担割合を大田原市については 44％とし、那須塩原市、那

須町、那珂川町、棚倉町、矢祭町、塙町、大子町については各 8％とします。ただし、

状況の変化に応じて、協議により適切な調整及び見直しを行います。 
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八溝山周辺地域定住自立圏ポータルサイト 

URL：http://yamizosan.jp/ 
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Ⅳ．八溝山周辺地域定住自立圏協定項目一覧表
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(1)協定項目一覧表 
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